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1.導入一 「百科事典」の語源的可能性について
18世紀後半か ら今世紀に至るまでに、ドイツ語圏で最 も汎用 されている百科事典
とい えばブロックハ ウス事典であろ う。 このブロックハ ウス事典 も含 めた 「百科事
典(Enzyklopadie)」そ の もの の語源 とされ るギ リシア語 のSYKtlKλvoSmLδεtα
(EnkykliosPaideia)、つ ま り「教養 あるいは学知(=mLδ8iα)の円環(=SYK亡mλtoS)」
は、実際の ところ二つの語源 的可能性を同時 に含 んでいる。一つは、SyKthmhonqiδ8iq
(Encyclopaideia)であ り、今 日の独希辞典 においても、 このギ リシア語の見出 し
語SyKthkhonai6εiaの意味 としてEnzyklopadieが記載 されてい る1。しか し、百科
事 典 史 研 究 に よれ ば、 ヘ レニ ズ ム期 を含 む古 代 ギ リシ ア の どの 時代 に も、
Enzyklopadieの語源 がそのままEyKthKλonatδeiaと遡れ る文献は皆無 と見 なされ て
いる2。それもそのはず で、手元 にある独希辞典では、もう一つの語源的可能性でも
ある上述の 「円環」 とい う意味のSYKthmhtOSにおいては、allgemein(=「一般 的
な、普遍 的な」)とRundschreiben(=「回状、通達」)とい う意味 しか存在 しない
3。とはい うものの、さす がにあの名高い 『リドル=ス コッ ト希英辞典』第7版(,ノm
IntermediateGreek-EnglishLeXicon",1888)の6yK亡khtoSとい う見出し語 には、
『ポンズ独希辞典』以上にその意味が記載 されてい る。一つ 目は 「circular,rounded,
round」と書いてい るので、 「循環的な、 円形の」 とい う意 味であろ う。・二つ 目は
「revolVinginacycle,periodical」なので、「円環運動、周期的な」 とい う意味だ と
いえる4。にもかかわ らず、『ポンズ独希辞典』 とは異な り、 「百科事典」を意味す る
1」PonsGrofirvb'rterbueh-Grie{7hiseh,Hrsg.KritonA.Beyer,Gerasimos
Demoulis,DimitriosKarajannakisundDespina五amprou.(Stuttgart:PONS
GmbH,2008)S.1009.
2J廿rgen且enningsen,Enzyklopa'die-ZurSpraeh-undBedeutungsgeselV'ehte
θ孟コesph'di～gogz'schenBegriffs,(Kiel,1964)S.7.
3Pons(施りfiwOterbueh-Grieehiseh,a.a.0.
41lii、lntermθchlateGreek-」English五exieonofLiddellandSeott's(]reekづMJnglish
1ンexieon-fbundedupontheseventhedition,(Oxfbrd,1888)S.223.
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見 出し語 躯 亡KλOmLδeiαは、『リドル=ス コッ ト希英辞典』 にも、『パ ウリー古代
学百科事典』(,,PaulysReal-EncyclopadiederclassischenAltertumsWissenschaft",
1905)にも記載 されていない。
ユルゲン ・ヘ ニングセ ンに よれ ば、SyKthmλonαn6etaとい う語 は15世 紀末以降の
造語であ り、その発端は、古代 ローマ帝国の修辞学者 クイ ンテ ィ リアヌス(Marcus
FabiusQuintilianus,um35-umloo)による修辞学 の教科書 『弁論家の教育』
(,,lnstitutioOratoria",95)や古代 ローマ帝国の博 物学者 大プ リニ ウス(Gaius
PhniusSecundus、22123-79)による 『博物誌』(,,Naturalishistoria",77)にお
いてSYK亡K)LVOSnavδεta(もちろん、文脈によって語尾変化 はあるものの)と 書か
れてい るテキス ト箇所 を、ルネサ ンス以降の原典批評 の際にSyKthmλonαLδ8tα(つま
り、SYKil,itlLLOからv〈「イオ タ」〉を抜いて しまった 的曲Kλo)と(意 図的に?)誤
読 してしまった ことにある5。ヘ ニングセ ンの示す実例によれば、1493年に出版 さ
れたイ タ リアの人主義者 ラファエル ・レギウス(RaphaelRegius,1440-1520)に
よるクイ ンティ リアヌスの『弁論家の教育』の原典批評版 にはXtK)Lonavδ8tαv、1497
年 に出版 され たイ タ リアの人文 主義者ヘル モ ラ ウス ・バル バル ス(Hermolaus
Barbarus,1454-1493)によるプ リニ ウス の 『博 物 誌』 の原典 批 評版 には
6yKbmhonqvδ8iuσと、どち らもv(「イオタ」)抜きの、 しか もギ リシア語が示 され
ている。これは、ラテン語のorbisやcirculus(=「円形の」)からの逆翻訳であ り、
本来ギ リシア語ではKthmhog(=「円形 の」)となるはずが、15世紀の人文主義者 た
ちの新解釈 も加 わ り、6yっま り 帥(=in「 ～の中」)を付 け加 えた6Y-Kthmho、つ
ま り 「円環の中に」 とい う意味へ と変奏 していった結果であった6。
18世紀以降、アル ファベ ッ トオー ダーで編纂 され、相互参照(クnス リファラン
ス)システムを導入 した とされるイー フレイム ・チ ェンバーズ(EphraimChambers,
1680・1740)による近代百科事典 『サイ クロペデ ィア』(,,Cyclopaedia",1728)の表
題Cyclopaediaには、enが前置詞 として付加 されていない以上、ある意味で 「円形
の」 を意味す るギ リシア語 の 虻 訟osに 沿っている とい えよう。 もっとも、ヘニ ン
グセ ンの引用ではあるが、1738年にイ ギリスの博識 な印刷 工ウィリアム ・ボ ウヤー
(WiliamBowyer,1699-1777)が『サイクロペディア』第2版 出版 の際に以下の よ
うに言ってい るのが示唆的ではある。
5JUrgenHenningsen,a.a.0.,S.9.
6Ebd.,S.12-14.
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私はこの百科事典の編纂者に、「前置詞ENの 付加がその(サ イ クロペデ ィア
とい う)言 葉の意味をもっ と正確に します」 と言った。 「Cyropaediaがキュロ
スの教育 を意味す るよ うに、CycropaediaはCyclus(筆者注:ギ リシャ語の
Kthmhos=『円形の』を念頭に置いているのだろ う)の教育を意味す るで しょう。
しか し、あなたがEncyclopaediaと書けば、この百科事典 はCyclusの間接 目
的語 から成 り立つ ことにな ります。っま り、円環の中にある教育です」。7
こ の チ ェ ン バ ー ズ の 『サ イ ク ロペ デ ィ ア 』 を 批 判 的 に し ろ 、 形 式 的 に は ほ ぼ そ の
ま ま 受 け 継 い だ と され て い る ドニ ・デ ィ ド ロ(DenisDiderot,1713-84)とダ ラ ン ベ
ー ル(JeanBaptisteleRondd'Alembert
,1717・83)によ る1755年 発 行 の 『百 科 全
書 』 第5巻(。Encyclop6die,ouDictionnaireraisonn6dessciences,desartsetdes
m6tier",5.Band,1755)にお い て 、Encyclop6dieとい う見 出 し語 に は 、 以 下 の よ
う に 記 述 され て い る 。
Encyclop6dieとい う語は、「学知の連鎖」を意 味す る。つま り、Svはen(筆者
注:仏 語 で 「～の 中で」)、KthmhOSはcercle(筆者注:仏 語で 「円環」)、そ して
mLδetαはinstitution(筆者注:仏 語で機 関)あ るいはscience(筆者 注:仏 語
で 「学知」)から成 り立っているのである。8
本来な らギ リシア語の語源 には遡れ ない上述の2つ の百科事典の題 目成立過程 に
おいて も、15世紀末にお ける古代文献の原典批評 にまつわる解釈史 を経 ることで、
SyKthmhonqL6eluo、つま り 「学知の 円環」 としてのイメージが、ルネサ ンスにお け
る人文主義 の遺産 であることが明確 になって くる。逆に言 うと、クインテ ィア リヌ
スにとっても、大プ リニ ウスにとっても、6YKbKλzoSnαvδεtaは「学知 の円環」た
る百科事典ではな く、む しろ 『ポ ンズ独希辞典』が示 しているよ うな 「一般教養」
ない しは 「一般教育」である といっていいだろ う。
2.啓蒙主義哲学におけるBildung
7Ebd.,S.45.
8,,EncycloP6die``,」醗n(rM吻6西GouDietionnair「θ■aisonn6desscie2ees,desarあ9
etdesme'tier,1zθ6必翻oη,vo必5,Hrsg.DenisDiderotetJeanBaptisteleRond
d'Alembert,(Paris=Briasson,Davidl'atn6,上eBretonetDurand,1755)S.635.
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この 「百科事典」 とい う概念の根幹 をなすnαvδεia、つま り 「百科」や 「百学」
は、 ドイツ語 では 「教養」や 「形成」を意 味す るBildungとい う語 にも相応 してい
る。Bildungとい う概念 は、 ラテン語のimagin巨tio(=「想像す るこ と」)からの
借用である といわれている9。グ リム ・ドイツ語辞典において も、ラテ ン語で 「イメ
ージ」や 肖像を意味す るimagoから由来す ると最初の意味では示 されてい る10。聖
書にお ける 『創 世記』の創造主たる神の似姿 に(イ メージ されて)人 間が形作 られ
たか らだ。 中世か ら近世にかけての人間の形成衝動 は、ま さに神の形へ と至る(な
い しは戻 る)た めの運動であるといって も過言ではなかった11。
18世紀の ドイツ語圏における啓蒙主義哲学では、1784年にモーゼ ス ・メンデル
スゾー ン(MosesMendelssohn,1729-1786)が、「教養」(Bildung)、「文化」(Kultur)、
「啓蒙」(Aufldiirung)に関して以下の ように述べている。
教養、文化、啓蒙は、社交生活の修正(Modifikation)である。人間(Menschen)
の熱心と努力の諸効果、つまり人間の社交的な状態を改善することなのである。
一民族の社交状態が、芸術や熱心を通じて人間規定との調和へともたらされれ
ばもたらされるほど、この民族はよりいっそう教養があるとい うことになる。
教養は、「文化」と 「啓蒙」に分かれている。前者はより実践的なこと(das
Praktische)を目指 している。例えば、手工業、諸芸術、社交儀i礼における善
意、細やかさ、美 しさ(客観的なこと)と、傾向、衝動、習慣(主観的なこと)
を目指 している。これ らのことが一民族における人間の規定によりいっそ う一
致すればするほど、文化はいっそうこの民族に付与されている。例えば土地が、
人間の熱心により、人間にとって有用なものを生み出すことができればできる
ほど、よりいっそ う文化と耕地化がその土地に帰属することになるように。そ
れに対 し、啓蒙はより理論的なもの(dasTheoretische)に関わっているよう
に思える。つまり、人間生活の事物の重要性や人間の規定に与えるその事物の
影響を基に、その事物について理性的に熟考するための理性的な認識(客観的)
と技能(主観的)に関わっているように思えるのだ。(…)一つの言語は、諸科
9大 田 浩 二 、 「18世紀 ドイ ツ に お け る 『形 成 衝 動 』 の 概 念 に っ い て 」 『立 教 大 学 ドイ
ツ 文 学 集2011-ASPEKT45』 立 教 大 学 ドイ ツ 文 学 研 究 室(2012)5頁 。
10、OeutsehesMZOrterbueh-ZweiterBand,Hrsg.JacobGrimmundWilhelm
Grimm.(Leipzig:S.Hirzel,1860)S.22.
11大 田 、 前 掲 書 、5-6頁 。
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学を通じて 「啓蒙tを 獲得 し、社交的な交流、詩文、雄弁を通 じて 「文化」を
獲得する。言語は、啓蒙を通 じてより適合的に理論的な用途になり、文化を通
じて実践的な用途になる。この二っを一緒にしたものが、言語に教養を与える。
12
超越的な神への回帰形成 としてのBidungが、メンデルス ゾーンにおいては 「人
間の規定」(dieBestimmungdesMenschen)とい う此岸 における普遍的 目標のた
めの形成 として換骨奪胎 されてい る。その際、文化は身分や職業に属す る 「市民」
(BUrger)が前提 となっている一方、啓蒙は身分や職業を問わない 「人 間」その も
のが前提 となってい る。 この統合 され た状態が 「教養のある」(gebildet)状態なの
だ。メンデルスゾー ン曰 く、古代 ギ リシア人だけがこの文化 と啓蒙を併せ持 った 「教
養ある」 国民である13。この背景を考える手がか りとして、思想家田辺元(1885・
1962)の説明は注 目に値す る。つま り古代 ギリシアにおける理性的 自然、中世 にお
ける神 の発見 、ル ネサ ンス にお ける人間 の発 見 に対 し、19世 紀 近代 は 「社会」
(Gesellschaft)を発見 したとい うのだ14。この啓蒙の特性 たる普遍 的かっ理論的な
もの、つ ま り学知 は、「社会」を構成す る、身分 に拘束 された 「市民」とど う拮抗す
るのか。 メンデルス ゾーンはその問題に対 し、 「啓蒙 と文化の調和 した状態」、つま
り 「教養のあ る状態」へ と目指す こ とが答 えだ としてい る15。
神 学者であ り、歴史哲学者で もあるヨハン ・ゴッ トフリー ド・ヘル ダー(Johann
GottfriedHerder,1744-1803)は、『人 間性の促進 に関す る手紙』(。Briefezur
BefdrderungderHumanitat",1793-97)でルネサ ンスのhumanitas(「人 間性 」)
に対応す る ドイツ語Humanitatとい う概念 を巡って、以下のよ うに述べている。
人間性(且umanitat)は「我々人類の特性」である。我々はその性質において
生まれつきこの特性を持っており、本来は我々がこの特性を映し出していなけ
ればならない。.我々 は、この特性が完成 された状態でこの世に生まれない。だ
が、この特性は、我々の生涯において我々の努力 目標であり、修練の総決算で
あり、我々の価値であるべきだ。(…)我々 人類の中にある 「神的なもの」(das
12MosesMendelssohn,。(iberdieFrage:washeiBtaufklaren?",in:Wasist
.4uEkZatung2,Hrsg.EhrhardBahr,(Stuttgart:PhilippReclamjun.,1996)S.4-5.
13Ebd.,S.5.
14田 辺 元 、 『種 の 論 理 一田 辺 元 哲 学 選1』(藤 田 正 勝 …編)岩 波 書 店(2010)11頁 。
15MosesMendelssohn,a.a.0.,S.8.
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G6ttliche)とは、すなわち 「人間性への形成」(BildungzurHumanitat)の
こ となのである。(…)人間性 とは全人類 の努力による財産であ り収穫の ことで
あ り、いわば 「我 々人類 の芸術」である。人間性へ の形成 は、絶え間な く前進
していないといけない作品なのだ。そ うでなければ、上流階級であろ うと下級
階級であろ うと、野生の動物性 、つま り残酷 さへ と我 々は落ちぶれるのである。
16
ヘル ダーのい うBildungは、メンデルスゾ・一・一・ンのそれ と異 な り、「教養」 とい う
よ りも、よ り動的な状態 を示す 「形成」であると言 える。 「人間性」が形成運動 の状
態そのものであるとい うわけだ。ただ、ヘルダーの場合、「人間性への形成」そのも
のが 「神的な もの」であるとし、此岸において も(内 面的な?)超 越性 を決 して無
きものに していない。ヘル ダーは、この数年前に著 した 『人類歴史哲学考』(,,ldeen
zurPhilosophiederGeschichtederMenschheit",1784-91)において、この人間
性への形成の前段階 を示 し得 る理性(Vernu㎡し)に至 る道筋 を以下の よ うに示 して
いる。
しかしながら、このような全ての模倣の身振りを通じて、人間はまだ人工的な
人類の特性、つまり理性には至らなかったのだろう。人間が理性へと至るのは、
専ら言語(Sprache)を通じてのみなのである。17
人間を人間性へと至らしめるもの、それはヘルダーにとって言語であった。言語
こそが人間をあらゆる動物の中で人間たらしめる媒体であ り、人間の感覚を表現せ
しめる媒介物である18。このメンデルスゾーンにおいても、ヘルダーにおいても、
啓蒙主義哲学におけるBildungへの観点は様々ではあるものの、時代を改善する努
力目標として、また、そのプロセスにおいて、Bildungは捉えられていた。言い換
えれば、「野蛮な動物の状態から人間になるために」Bildungは必要と言っても過言
16JohannGottfriedHerder,。WortundBegrlffderHumanitat",in:PIZasist
.4utklarung2,Hrsg.EhrhardBahL(Stuttgart:PhilippReclamjun.,1996)S.38.
17JohannGottfセied且erder,」TdeenzurPhilosoρhiederGθsehiehteder
Menschheit'2.%eil,(LigaundLeipzig:JohannFriedrichHartknoch,1786)S.
270.
18JohannGottfriedHerder,∠4bhandiungtiberden乙lrsprungderSpri～(the,
(Stuttgart:PhiipPReclamjun.,1997)S.5.
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ではなかった。逆にいうと、それ らは共通 して 「啓蒙」とい う名のもとに、知識人
から一般市民へ、という上から下へと知識共有をする在 り方であった。また、啓蒙
主義は、メンデルスゾーンのように 「人間規定」と 「社会の発見」を前に、その拮
抗と総合を試みた結果、ヘルダーのように 「人間への回帰」を普遍化することで、
古代から近世に至る神中心の超越的な世界観とは異なる世界を提示 しようとした。
啓蒙主義におけるBildungは個の人間がなす前進運動であり、その総体が国民の教
養へとなっていく。
3.教 養、市民、歓談
19世紀 にもなる と、田辺 の言った 「社会の発見」はよ り現実味 を帯びてくる。啓
蒙の知 の共有 の在 り方、っま り上か らの学知の供給 は、完全 に個人 を前提 に してい
たが、この 自己形成(Selbstbildung)が社会を通 じて、 ドイツ語 圏特有の社会層を
形成 してい く。 これがフランスのブルジ ョワやイギ リスのジェン トルマ ンとも類似
している中間層 「教養市民」(BildungsbUrger)である。メンデルスゾー ンやヘル
ダー た ち啓蒙 主義哲 学者 のい うBlldungの在 り方 と異 な り、教養 市民 に よる
Bildungの在 り方 においては、確 かに個 々の自己形成がその出発 点になってい るも
のの、社 交(Geselligkeit)がその知識共有の基本 になってい る。要 は個人に よる
自己努力のみによって、Bildungは実現できないのだ。その社交の場 は階級や性別、
国籍 、学歴な どの差別が一切ない知の共同体であ り、教会 な どの全 ての権威 と対峙
す る19。
ユル ゲン ・ハーバーマス(JUrgen且abermas,1929-)はその著 『公共性 の構造
転換』(,,StrukturwandelderOffentlichkeit",1962)において、すでに17世 紀の
ドイツ語圏で、ドイツ語 の統制や実験 に従事 した 「言語協会」(Sprachgesellschaft)
による会合が、イ ギ リスのコー ヒーハ ウスや フランスのサ ロンに並んで、学術的な
会食 とい う形で実現 していた ことを示 している20。その集大成 として実現 したテキ
19ReinhartKoselleck,。Einleitung-Zuranthropologischenundsemantischen
StrukturderB皿dung",in:BildungsbtZrgei伽mim19.。励rhtmdertTeil∬-
Bildungsgtiterund石li7dur～卵 而 詔 θη,且rsg.ReinhartKoselleck,(Stuttgart:Ernst
I(lettVbrlag,1990)S.22.
20J茸rgenHabermas,StrukturwandelderOffentliehkeit,(FrankfurtamMain:
SuhrkampVbrlag,1990)S.95.
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ス トが、 言語 協 会 の一 つで あ る 「結 実 協会 」(FruchtbringendeGeseUschafし,
1617-80)会員の一人ハル スデル ファー(GeorgPhilipPHarsd6rffer,1607-58)に
よる 『女性 の部屋 歓談遊戯』(,,Frauenzimmer-Gesprachspiele",1641-49)
であろ う。 ここでは、 「対話文学」 とい う名の もとに市民 間における歓談の作法が
10巻にもわたって公刊 されてい る21。しか し、バ ・ー一バーマス 曰く、このような会食
は、まだ公共的なものではなく、あ くまでプライベー トな会合であった22。だが、
18世紀 に入 ると、その学術的な会合 とは異なった複数 の開かれた社交団体が生 まれ
る。 そこでは市民階級 の名士たちが構成 メンバーであ り、市民的な交流作法や親密
性があ り、宮廷 の慣習 に対立す るモ ラルが当然 のこととしてまか り通っていた23。
ところで、このよ うな社交にお ける歓談 において、読書 における男性 と女性の役
割分担 がかな り重要な機能 を果 た していた ことは注 目に値す る。18世 紀において、
一家の家父長あるいは牧師な どの男性が、聖書や時事的な情報を、権威 を持 って読
んで聞かせ る役割 を果た していた一方で、女性は大衆文学を読む役 を担っていた24。
なぜな ら、女性 は家で1日 の間で座 っている時間が長 く、男性 よりも文学を読む機
会 に恵まれていたか らだ25。特 に18世紀初頭以降、次第に社交の場 か ら男性 の権威
的な(教 条的、時事的な)朗 読 は解消 していき、17世紀以降の女性 の地位 向上 も相
侯 って、女性の(消 費的で娯楽 を享受す る)読 書体験が社交の中心 となっていく。
それ どころか、女性その ものが社交の中心になってい くのだ26。いかに して男性が
行儀iよく気遣いなが ら女性に贈 り物や本 を渡すか とい う問題 が、「女性の部屋」へ の
気遣い、礼儀作法へ と発展す る27。先述のハル スデルファー による 『女性の部屋一
一歓 談遊戯』は、17世紀 中葉の教養市民出現以前 にすでに、タイ トル上でその先鞭
をつけていた と言 っても過言ではない。だが、18世紀初頭の ドイツ語圏では、宮廷
のあった ドレスデ ンや大学都市ライプツィッヒにサ ロン文化があっただけで、他 に
211rmgardB6ttcher,。Nachwort",in:Georg、%珈 ρ 盈 ～rsddi'吻」R}auθnzimmθr
Gesρta'ehspie7e,Hrsg.IrmgardB6ttcher,(TUbingen:MaxNiemeyerVerlag,
1968)S,3-4.
22Habermas
,a.a.0.,S.95.
23Ebd .,S.96.
24ErichSch6n
,DerVerlustderSi'nnb'chkett/o∂br刀ieVerwandiungendes
Lesers一ノlfentalita'tsワvandelum1800,(Stuttgart:ErnstKユettVerlag,1987),S.
182.
25Ebd .
26Ebd .,S.183.
27Ebd .
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はほ とん どそのよ うな社交場はなかった28。
17世紀末 から18世紀初頭の ドイ ツにお ける趣 味的恋愛小説家アウグス ト・ボー
ゼ(AugustBohse,1661-1740)は、1706年に著 した社交のための入 門書 『貴族階
級お よび 中産 階級 の青少年 の信頼 できる家庭教師』(,,DergetreueHoffmeister
adelicherundbUrgerlicherJugend",1706)において、社交 に関す る報告を以下の
よ うに書いている。
週に1度か2度、分別ある品行方正な会合に集まることのできる律儀な家を持
つことは有益である。その会合には、大学生のみならず、大学を卒業した者た
ちや他のきちんとした人々が参列している。そしてそこでは、ある種のテーマ、
つまり、フランス語や、 ドイツ語や、ラテン語で、時には倫理や法律学、また
は新聞などから多種多様な題材について講演され、慎み深いや り方で慎重に討
議 される。ここでは、行儀良い歓談(Conversation)が慣れ親しまれているし、
また人々は、口論やその他虚 しいことには吐き気を催し、分別ある事を考え語
る年長の人たちから学ぶのだ。29
この1706年のボーゼによる会合の報告では、女性がまだその存在感を示してい
ないことが分かる。とい うのも、当時学歴や学識のある者は、たいてい男性であり、
その会合のテーマが娯楽文学ではなく、「倫理や法律」だからである30。ただ、行儀
良い 「歓談」、つまりConversationと外来語表記で示されている一語は興味深い点
だ。というのも、18世紀初頭以降の ドイツ語圏で、社交的会合の決定的な知の共有
媒体はこの 「歓談」であったか らであり、また、この 「歓談」こそが、啓蒙主義哲
学におけるBildung実現の思想と、教養市民レベルでのBildungの在 り方を、決定
的に分かつ点であるからだ。先述した通 り、17世紀から18世紀初頭の市民による
会合の目的は、朗読を聴いたり、講演をしたり、議論をしたり、音楽会や室内劇を
見るなど、華々しいものであったが、18世紀後半以降になると、日常の歓談そのも
28HerbertNeumaier
,」Oer・Konversationston血derfrtihen」Biederniaierzeit
1815-1830,(Diss.,MUnchen,1974),S.4.
29AugustBohse
,刀ergetreuejEli～)ffmetsteradelieherundbt2rgerlieherJugend,
(Leipzig:Joh.Ludw.Gleditsch,1706),S.134-135.Vgl.ErichSch6n,a.a.0.,S.
188.
30ErichSch6n
,a.a.0.,S.189.
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のが会合の 目的になってい く31。もちろん、女性へ の磐葱 な作法 とい うのも 「歓談」
を享受す る うえで大切 な 「教養 ←Bildung)」にな るのだ。
この背景 となる時代状況 として、ハーバーマスは18世 紀 ヨーロッパにお ける 「公
衆(Publikum)」に関 して興味深い指摘 をしてい る。
資本主義の発展が、ある種の社会的なカテゴリーのために、情報(Information)
やますます増える諸々の情報(lnformationen)に合理的にマッチした振舞い
を要求した時、公衆が決定的に関わる 「一般性」(dasAUgemeine)は、 教会
や国家の権威による解釈の独占のために、説教壇上においてのみならず、哲学、
文学、芸術においてもまだ留保されたままであった。しかし、哲学や文学の著
作、また芸術作品が、一般に市場のために生産され、市場を通じて普及される
のに応じて、これらの文化財は後者の類に含まれる諸々の情報に似通ってくる。
つまり、これ らの文化財は、諸々の商品(Waren)として原則上、一般的に
(allgemein)入手可能になるのだ。それ らはもはや教会や宮廷の公共性を表
象する要素ではなくなる。まさにそのことは文化財のアウラが喪失したこと、
つまりかつての神聖な性質が世俗化したことを意味するのである。作品を商品
として入手できる私人(一般人)は 、自律的に、互いの理性的な意志疎通の途
上で、その作品の意味を探 り、論じ合い、まさに沈黙の中に限りその権威的な
力を発揮できたであろうことを言表しないといけなくなることで、その作品を
世俗化 している。32
「一般性」、「情報」、「市民」 とい うキーワー ドが、社交の場における歓談という
媒介によって18世紀から19世紀における教養市民の様相を照らし出す。つま り、
「一般性」と 「情報」は、学者ではない教養市民たちによる知の共有の前提であり、
逆に学知が 「情報」か 「商品」でなければ、教養市民はこの学知を 「入手」できな
かったのだ。芸術作品が教会や王宮の所有物であるうちは、作品は 「神聖なもの」
であり、市民の手で触れられないままである。それが学知の場合、学知が学者の所
有物であるうちは、まだ学知は一般的ではありえないと言える。すなわち、それは、
ある分野の専門家の領域において、その専門家同士の間での、専門家同士にだけ通
じる言語でのみ実現可能な学問的知識の総体であった。それとは逆に、「一般性」は、
31Ebd.,S.185.
32Habermas,a.a.0,,S.97-98.
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「情報」の供給 と強固に絡み合 う。その状況 をエー リッヒ ・アウエルバ ッハ(Erich
Auerbach,1892-1957)は、1946年、その著 『ミメーシス』(,,Mimesis",1946)
において以下のよ うに述べている。
(…)増大する経済的豊かさと基礎知識の広範な普及を通じた、精神生活への
参与を望む一 一一部は貴族階級に属 し、一部は都市市民階級に属する 人々
の著しい数の増加は、専門に特化 した博識ではない知の形式を必要 とした。っ
ま り、一般知(AllgemeinWissen)とい う、目標とする職業に焦点を合わせな
い、強固に社交的で流行的な形式が生まれたのである。33
このアウエルバッハが示すAllgemeinwissenには、「一般知」の他に 「常識」と
いう訳語 も相応するが、どちらにしろ、学者による知の受容 とは異なる形で、18世
紀以降の ドイツ語圏での教養市民間における知の受容は、この 「一般知」にっいて
の 「歓談」を通じて初めて可能であったといえる。専門家同士の知的交流において
は、問題を追究する度合いは確かに深 く鋭いものの、そこでなされる知的交流は、
一般の教養市民の間でなされる広く浅い歓談には適合できない。専門家による専門
知識のひけらかしは、この歓談の場にはお呼びでないのだ。
4.終 わ りに一 教養市民の歓談 のための百科事典KonversationsleXikon
その結果、特に ドイ ツ語圏では、その 「一般知」 と 「歓談」、または新聞の読解
のた めの手頃な中型 百科事典Konversationslexikonが、18世紀以降続 々 と公刊 さ
れ る。このKonversationslexikonの表題 にはたいてい 「学者 と無学の者(Gelehrte
undUngelehrte)の使用 ために」 とか、 「教養 ある者(Gebildete)のために」 と
い う副題 が付与 され てい る。 この副題 を通 じて、事典編纂者 が、明らかに、チェン
バーズに よる 『サイクロペディア』やデ ィ ドロとダランベールによる 『百科全書』
のよ うな専門家 向けの大型 百科事典 と一線 を画そ うとしているのが分かる34。その
33ErichAuerbach,ノlfiηesis-」DargestelltePIZfrkliehkeit血伽3わ θη伽 西5幼 θη
Literattzr,(丁曲ingenundBasel:AFranckeVbrlag,10.Au且age,2001),S.292.
Vg1.HerbertNeumaier,a.a.0.,S,3.
34GeorgMeyer,」DasKonversations-Lexikon,eineSonderformderEnzyk70pa'di'e
一 盈h」Beirtragzur(]esehiehtederBi7dungsverbreitungin」0θutsehland,(Diss.,
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各見 出し語 にある記事の内容 も、学者 向けの百科事典 における最新 の学術的な議論
をも とに書 かれた記事 とは異 な り、時事的な出来事を中心に、比較的肯定的かつ標
準的 な調子 で書かれ てい る35。
1812年に発行 されたブ ロックハ ウス事典 の第2版 の第1巻(Brockhaus,2.
Auflage,1.Band,1812)のドイツ語の表題は次のよ うになっている。
Conversations=LeXiconoder且and=W6rterbuchfUrdiegebideteStande
Uberdieindergesenschafヒ1ichenUnterhaltungundbeiderLectUre
vorkommendenGegenstande,NamenundBegriffeimBeziehungauf
V61ker=undMenschengeschichte;PolitikundDiplomatik;Mythologieund
Archaologie;Erd=,Natur=,Gewerb=undHandlungs=Kunde;diesch6nen
K伽steundWissenschaften:mitEinschluBderindieUmgangssprache
廿bergegangenenausIandischerW6rterundmitbesondererRUcksichtauf
die瓠terenundneuestenmerkw血rdigeIIZeitereignisse.36
この 題 目全 て訳 す こ とは しな い が 、最 初 のConversations=Lexiconoder
Hand=W6rterbuchfUrdiegebildeteSttindeUberdieindergesellschafしlichen
UnterhaltungbeiderLectUrevorkommendenGegenstandeとい う表題 は、 この
事典が当時の社交文化 に有用であることをア ヒ.一ル しているので 日本語 に してお く。
つま り、『社交的な歓談 と読書において見 られ る事物についての教養階級 のための歓
談用事典 あるいは中型辞書』 とい うことにな るだろ うか。
1813年に発行 された このブ ロックハ ウス事典の第2版 の第2巻(Brockhaus,2.
Aufiage,2.Band,1813)には、Conversationとい う見出 し語の説明に数ページ も
割かれ ている。その一端 を以下に示 してお く。
歓談(Conversation)とは、交際(Umgang)のことであ り、いわば、人々の
G6ttingen,1965),Sl9-10.
35AndreasB.Kilcher,mathesisunci「poiesis-DieEnzyklopa'dik∂brLiteratur
1600r2000,(M伽chen:WilhelmFinkVerlag,2003),S,299.
36aonversainαns=LexiconoderHand=1?Vblrtei加chftirCh'egebildeteSta'nde
,2.
.4uffage,■、Ba刀d,Hrsg.F.A.Brockhaus,価eipzig:VerlagdesKunst=und
Industrie=ComptotrsvonAmsterdam,1812),S.III.
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集いに共にいながら、その集いの楽しみを享受するために、お互いに訪れ合 う
人々の間をより正確に結びつけること(Verbindung)である。そのため、その
集いの揚は、短時間の心地良い談話(Unterhaltung)のためだけにある会合以
上のものである。とはいえ、日常生活では、先ほどの(歓談の)意味規定はそ
れほど信用されておらず、あらゆる種類の社交的な談話のために歓談がなされ
る。だが、いつの間にか、教養ある洗練 された会合に寄せるもう一つの着想が
さらにその歓談 と連携 したため、歓談というと、洗練された会合による社交的
な談話のことと専ら考えられている。そのような会合には、社交的な談話のた
めの独 自の技術(Kunst)があ り、その技術を持つ者は、歓談の作法、つまり
良い社交の作法を持っている人である。この作法がどこにあるかは、この歓談
が何であるかをより正確に吟味すると、簡単に見出されるだろう。歓談は何よ
りもまず談話である。つまり、その会合のメンバーには、特にその談話におけ
る能力を通じて、歓談の楽 しみのために貢献することが望まれているのだ。 と
い うのも、そ うでないとあくびを催すような退屈さが足を引きず りながらやっ
て来るからである。また、この談話は、社交的でない といけない。それゆえ、
せせこましく自分 と自分の活動領域を途方もなく重大視しながら、くどいエゴ
の発揮で疲れさせてしまう人、あるいは、あまりに自己中心的に他のメンバー
の参加を制限してしま う人、はたまた、あまりに独善的に自分の意見を猛烈な
勢いで主張し不快 さを引き起こす人、そのような人がメンバーの中に一人もい
ないことが期待されている。(…)洗練された会合 として、必然的に求められて
いるのは、歓談の作法が少なくとも良い作法であり、そ うでなくとも洗練され
た作法であることだ。(…)したがって、人生哲学、博物学、人類学、地理学、
自然史や人類史は、芸術美の習得を通 じた嗜好の専門教育と同様、必要不可欠
な知識である。そのような知識や文化を持たない者が、社交的な交流をしに行
くと、その人は、教え込まれ訓練された全ての礼儀作法においては、その他大
勢の一人でしかありえないだろう。あるいは、その人がうぬぼれ それはも
ちろん大体無知と表裏一体なのだが を持っているとき、その人は、空虚な
おしゃべり屋になるだろう。これ らのことは、純粋に洗練された教養ある会合
では、気配 りの義務からせいぜい黙認 されているに過ぎない。本当に良き礼儀
作法 とは、おそらくやたらに虚 しい言葉を口にするということの中にはないの
だろう。人間的な会合(Gesellschafし)は、崇高な目的を持っており、そこで
の楽 しみは、(日常より)より良き時間を前提にしている。そこにいる人間は、
話す とき、自分自身をへ りくだらせる。そうは言わないまでも、歓談とはとに
13
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か くそ うい う類の ものなのだ。37
この会合 にお ける 「楽 しみ」 は、話題(「人生哲学 、博物学、人類学、地理学、
自然史や人類史」や 「芸術趣味」)についての歓 談が、専門に特化 され ない 「一般知」
とい う表層的な学知共有 を媒介に して実現す る、消費型 の知覚形式 と言 っていいだ
ろ う。その際、歓談用百科事典KonversationsleXikonは、知の供給メデ ィア とい
うより、「一般知」とい う言説形成のための 「情報供給 メデ ィア」 として、学者向け
の大型百科事典 と一線 を画 している。 しか し、ブロックハ ウス事典な どの歓談用 百
科事典Konversationslexikonが百科事典市場 を支配 してい く状況を見る限 り、18
世紀以降の ドイツ語圏にお ける社会の大半 を形成 してい くのは、この教養市民 と歓
談用百科事典KonversationsleXikonの間 をつなぐF一 般知についての歓談」であ
るように思えるのだ。
参考文献
(辞典 ・百 科 事 典)
・4η血 ホ砿2ηθ曲6θ(;reek-English」Lexicon(ガ・LiddellandSeott'sGreek-English
Lexieon-f()undedupontheseventhedition,(Oxfbrd,1888).
Conversa施uas=Lexieono(油Hand=〃Zbyter加chftirめθgebildete8孟劾 晦2
.4～zflage,ヱBt～刀d,HrsgEA.Brockhaus,(Leipzig:VerlagdesKunst=und
Industrie=ComptotrsvonAmsterdam,1812).
伽versations=.乙eUtconoderHa加1=WO'rter加eh血diegebildetθSta'nde,2
.4uflage,2、Band,,Hrsg.F.ABrockhaus,(Leipzig:VerlagdesKunst=und
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